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一
月
一
日
、「
元
旦
歩
こ
う
会
」

が
行
わ
れ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
約
四
百
人
が
、
役
場
、
土

井
集
落
セ
ン
タ
ー
の
二
ヵ
所
の
登

り
口
か
ら
感
応
寺
山
頂
に
集
ま
り

ま
し
た
。

山
頂
で
は
、
例
年
行
わ
れ
て
い

る
記
念
タ
オ
ル
や
も
ち
の
配
布
、

各
種
ゲ
ー
ム
も
用
意
さ
れ
、
子
供

た
ち
は
輪
投
げ
や
ビ
ー
ン
ボ
ー
ル

で
の
賞
品
を
狙
っ
て
一
生
懸
命
で

し
た
。

最
後
は
、
新
年
の
運
だ
め
し
も

兼
ね
た
福
引
き
大
会
で
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

▲ 片山 隆治さん

▲ 講習会の様子

▲多くの参加者 ▲手を携えて山頂へ

▲新入団員を代表して宣誓する寿円浩多さん（庄田）

三
原
郡
四
町
消
防
団
合
同
初
出
式

元

旦

歩

こ

う

会

淡
路
農
林
水
産
功
労
者
表
彰

老
人
ク
ラ
ブ
が
講
習
会

一
月
十
五
日
、
伊
弉
諾
神
宮
で

開
催
さ
れ
た
第
四
十
一
回
淡
路
農

林
水
産
祭
に
お
い
て
、
片
山
隆
治

さ
ん
（
庄
田
）
が
淡
路
農
林
水
産
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

片
山
さ
ん
は
、
緑
町
農
業
委
員

会
長
、
緑
町
果
樹
協
会
副
会
長
、

農
業
共
済
損
害
評
価
委
員
を
歴

任
。
農
業
に
お
け
る
中
心
的
役
割

を
担
い
、地
元
関
係
者
の
調
整
役
、

地
域
住
民
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、農
林
水
産
物
な
ど
の
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

○
果
樹
立
木
の
部

銀
賞
・
兵
庫
県
果
樹
研
究
会
長
賞

山
中
し
げ
子
さ
ん
（
庄
田
）

○
乳
質
改
善
の
部

金
賞
・
牛
乳
生
産
環
境
特
別
賞

清
水
　
　
学
さ
ん
（
長
田
）

銀
賞宇

山
　
昭
彦
さ
ん
（
中
山
）

一
月
四
日
、
三
原
郡
四
町
消
防

団
合
同
初
出
式
が
緑
町
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
約
千
人
が
参

加
し
、
消
防
団
員
と
し
て
の
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
に
な
い
穏
や
か

な
天
候
に
恵
ま
れ
、
郡
消
防
協
会

長
表
彰
を
は
じ
め
、
消
防
・
防
災

活
動
に
貢
献
さ
れ
た
団
員
に
感
謝

状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
緑
町
の
受
賞
者
お
よ
び

新
入
団
員
は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

三
原
郡
消
防
協
会
長
表
彰

▽
本
団
＝
稲
本
幸
雄
▽
山
添
＝
福

岡
利
治
▽
広
田
＝
手
塚
和
良
▽
中

筋
＝
植
野
彰
文
▽
中
条
第
二
＝
奈

良
昭
彦
▽
長
田
＝
上
田
剛
▽
神

道
＝
水
本
圭
▽
庄
田
＝
前
田
和
利

▽
土
井
＝
山
上
元
久
▽
安
住
寺
＝

城
越
徹
矢

緑
町
消
防
団
長
表
彰

▽
山
添
＝
山
本
恵
生
▽
広
田
＝
山

崎
典
久
、
小
西
一
寿
▽
中
筋
＝
田

中
康
生
▽
中
条
第
二
＝
不
動
宜
浩

▽
長
田
＝
上
田
富
実
明
▽
神
道
＝

吉
田
彰
文
▽
庄
田
＝
長
谷
敦
司

▽
土
井
＝
三
倉
佳
典
▽
安
住
寺
＝

笹
田
要
平

緑
町
長
感
謝
状

▽
本
団
＝
稲
本
幸
雄
▽
広
田
＝
上

田
賢
司
、
石
原
宏
明
、
岩
城
宣
彦

▽
中
筋
＝
伊
達
保
光
、
植
野
作
利

▽
庄
田
＝
山
家
光
泰
、
納
敏
実
、

加
地
多
朗
、
奈
良
裕
二

緑
町
消
防
団
新
入
団
員

▽
広
田
＝
山
口
龍
一
、出
口
靖
啓
、

小
林
研
太
▽
中
筋
＝
長
尾
幸
宏
、

長
尾
隆
裕
▽
中
条
第
二
＝
阿
部
智

▽
庄
田
＝
金
崎
真
之
、寿
円
浩
多
、

橋
本
望
、
神
田
智
彦
、
古
川
祥
司

一
月
十
一
日
、
安
住
寺
地
区
で

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
願
う

「
蛇
供
養
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
住
寺
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
っ
た
世
話
人
八
人
の
手
で
、
重

さ
百
二
十
キ

ロ

、長
さ
十
四
メ
ー

ト
ル

の
わ
ら

で
編
ん
だ
大
蛇
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
安
住
寺
住
職
の
読
経
、
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
グ
リ
ー

ン
ポ
エ
ム
」（
吉
住
ミ
チ
エ
代
表
）の

皆
さ
ん
が
淡
路
島
の
民
話
「
大
蛇

退
治
」
を
披
露
。

そ
の
後
、
倭
文
小
学
校
児
童
ら

が
大
蛇
を
担
ぎ
、「
祝
い
ま
し
ょ
、

祝
い
ま
し
ょ
」
の
掛
け
声
を
か
け

な
が
ら
同
地
区
内
を
練
り
歩
き
、

最
後
に
ム
ク
の
古
木
に
巻
き
つ
け

ま
し
た
。

安

住

寺

蛇

供

養

安

住

寺

蛇

供

養

元

旦

歩

こ

う

会
▲大蛇を担いで練り歩く子供ら

地
域
情
報
化
社
会
を
迎
え
、
島

内
で
も
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
サ
ー
ビ
ス
地

域
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
昨
年
二
月
に

実
施
し
た
「
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
整
備
に
向
け
た
意
向
調
査
」

を
も
と
に
民
間
事
業
者
に
対
し
て

事
業
展
開
の
要
請
を
行
い
、結
果
、

緑
局
（
広
田
地
区
）
で
の
サ
ー
ビ

ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
倭
文
局
に
つ
い
て
は
、

採
算
性
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、サ
ー

ビ
ス
開
始
が
見
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
だ
地
域
情
報
基
盤
整

備
事
業
の
補
助
金
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
三
月
二
十
五
日
か
ら

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

サ
ー
ビ
ス
開
始
が
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

す
で
に
町
が
整
備
し
て
い
る

「
み
ど
り
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

合
併
協
議
に
お
い
て
「
当
面
現
行

の
と
お
り
と
し
新
市
に
お
い
て
調

整
す
る
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
み
ど
り
ネ
ッ
ト
の
年
度

途
中
で
の
解
約
に
は
、
使
用
料
還

付
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
、
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
・
古

川
、
木
本
1
四
五
―
一
七
六
〇

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
﹈

◎
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

1
〇
一
二
〇
―
〇
七
八
―
二

六
七
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

◎
関
西
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

1
〇
八
〇
〇
―
七
〇
〇
―
〇

五
五
五
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

◎
ヤ
フ
ー
Ｂ
Ｂ

1
〇
一
二
〇
―
三
三
―
四
五

四
六
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

A
D
S
L

A
D
S
L
サ
ー
ビ
ス
に

ビ
ス
に
つ
い
て
 

A
D
S
L
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
七
月
に
制
定
さ
れ

た
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
」
に
基
づ
き
、
本
町
に
お
い
て

も
、
行
動
計
画
策
定
に
向
け
て
、

「
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
就
学
前
、
小
学

生
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
す
る
す
べ

て
の
保
護
者
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

就
学
前
と
小
学
生
の
ア
ン
ケ
ー

ト
内
容
が
多
少
異
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
双
方
の
お
子
さ
ん
を
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
は
そ
れ
ぞ
れ
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、

郵
送
ま
た
は
学
校
で
お
配
り
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
多
忙
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
調
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉

課
・
秀
1
四
五
―
一
七
六
二
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
世
代
育
成
支
援
に 

関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
に 

ご
協
力
を 

一
月
二
十
一
日
、
最
近
三
原
郡

内
で
、
高
齢
者
に
対
し
て
の
悪
質

商
法
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
廣
地
宏
緑
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
長
の
発
案
に
よ
り
、
淡
路

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
か
ら
相
談
員

の
浜
野
淳
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
約
一
時
間
の
講
習
が
開
か
れ

ま
し
た
。
身
近
で
実
際
に
起
き
て

い
る
内
容
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

皆
さ
ん
真
剣
に
話
を
聞
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

三
月
二
十
五
日
か
ら
倭
文
局
で
サ
ー
ビ
ス
開
始


